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弘前大学農学生命科学部
第140回日本育種学会秋季大会
運営委員長
石川　隆二



この度，9月23日から開催される日本育種学会秋季大会運営委員長を務めており，以下の公開シンポジウムを高校に周知いただきたく連絡させていただきました．
日本育種学会は年2回の大会を開催しています．特に秋季大会では高校生をはじめ一般市民を対象とした市民公開シンポジウムをあわせて行っております．時節柄，今回の第140回大会はオンラインとなり，市民公開シンポジウムにつきましてもオンラインとなります．今年のシンポジウムは東北地域における地方大学が果たす地域貢献を主たるテーマとして準備しました．なお，日本学術振興会の開催支援を受けております．講演は動画配信として来年の3月いっぱいまで配信します．
今回は，岩手大学，山形大学，弘前大学の育種学会員の講演を含みまして以下の様な講演となります．なお，本シンポジウムの詳細は以下に示した内容になります．　


[image: /var/folders/6v/6kdx40ss38vb2n05fdns701m0000gn/T/com.microsoft.Word/WebArchiveCopyPasteTempFiles/ae3ae89d0f13d91da8de40317a1cb2fdd6b32a08.png]
なお，日本育種学会の詳細は以下のURL,QRコードでごらんいただけます．
https://www.nacos.com/jsb/



[image: /var/folders/6v/6kdx40ss38vb2n05fdns701m0000gn/T/com.microsoft.Word/WebArchiveCopyPasteTempFiles/df2fe5534525407d5dcca132866cfa4f5db0fe2a.png]また，配布依頼のチラシにもありますように本市民公開シンポジウムにつきましても以下にご確認用のためURL，QRコードを掲載させて頂きました．

https://forum.nacos.com/jsb140-sympo/





シンポジウムの概要：日本育種学会は，種苗企業，国公私立大学，国ならびに地方自治体の研究機関に所属している研究者・大学生などで構成されています．近年，教育機関では基礎的から応用研究まで行っており，企業や国・地方自治体の研究機関では迅速な品種開発を進めています．日本育種学会では，このような成果を元に最近の技術開発の発表や育種成果を発信しています．育種研究の面白いところは，栽培作物の起源を明らかにするところから，世界中を飛び回り遺伝資源を確保して将来の品種改良に役立てようとする研究，実際に付加価値を持った品種を育成することや，品種鑑定技術を向上させるなど幅広い研究成果の出口を持っているところです．これらの成果は，地域の特産品のブランド化や保証に役立ち，不良環境や気候変動があっても安定生産を可能にし，地域の活性化や地域での新たな産業を創出することにつながっています．本公開シンポジウムは，特に育種成果のうち地域貢献に役立つ研究成果を学生や一般市民の方々に広く伝えるために企画しました．シンポジウムの構成として，大きく4つの話題に関わる8つの講演を準備しました．地方大学の育種研究，地域の公設研究機関での育種研究，国の研究機関における育種研究，そして，育種から和食文化に関わる研究に関する講演です．
主催　：　一般社団法人 日本育種学会　
連絡先：　jsb140-secretariat@nacos.com
なお，この市民公開シンポジウムは，(独）日本学術振興会　令和2年度研究成果公開促進事業　研究成果公開発表（B)　20HP0020の支援を得ています．



高校の教員，高校生のみなさまへ
下記の用に市民公開シンポジウムを開催し，オンライン配信しておりますので是非，ごらん下さい．
[image: /var/folders/6v/6kdx40ss38vb2n05fdns701m0000gn/T/com.microsoft.Word/WebArchiveCopyPasteTempFiles/466e35163deac3baaab9a9e4cc06f8b66c1337a4.png]目次，動画リンク先（動画は、2022年4月30日まで視聴可能です）
１．「育種学研究が地域に果たす役割」　石川隆二（弘前大学農学生命科学部教授）

[image: /var/folders/6v/6kdx40ss38vb2n05fdns701m0000gn/T/com.microsoft.Word/WebArchiveCopyPasteTempFiles/5c72df78d2fb9fec74a1b4426d1cc4769771d1b6.png]２．「オール岩手によるリンドウの育種技術開発と品種育成」
高畑　義人　（岩手大学名誉教授・（公財）岩手生物工学研究センター所長）
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笹沼　恒男（山形大学農学部准教授）
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（１）「将来を見据えた青森県のリンゴ品種開発」後藤　聡（りんご研究所品種開発部部長）
[image: ]（２）「青森県初の特Ａ米「青天の霹靂」と日本酒テロワールを目指した「吟烏帽子」の育成」上村豊和（農林総合研究所水稲品種開発部部長）
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5．「酒米「越淡麗」の育種と普及における使用者と生産者の連携」　鍋倉義仁（新潟県醸造試験場専門研究員）
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」　福田善通（国立研究開発法人国際農林水産業研究センターシニアエキスパート）
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